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iPS細胞からのMAIT細
胞分化誘導
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【目的】MAIT細胞は，MHC分子に類似したMR1

分子によって拘束される自然免疫型 T細胞で，TCRa
鎖は単一性を示し，抗原としてビタミン B2の代謝中
間産物を認識する．MAIT細胞はヒトで最も多い T

細胞集団であり，感染，自己免疫疾患，生活習慣病，
がんなど様々な疾患と関連があり，その機能解明は
新たな治療法開発につながる．しかし，MAIT細胞
は in vitroでの増殖が困難でマウスには僅かしか存在
しないため，これまで機能解析が困難であった．本
研究の目的は機能解析を進めるためにMAIT細胞を
iPS細胞化し，これを再びMAIT細胞へと分化誘導す
る方法を樹立することである．
【方法】マウスからMAIT細胞を分離・精製し，山
中因子を組み込んだウイルスベクターを感染させ
て，無限増殖能と多能性を有する iPS細胞（以下，
MAIT-iPS細胞）を得た．MAIT-iPS細胞を OP9（フ
ィーダー細胞）の上で培養し，中胚葉を経由して blast

（リンパ球幼若細胞）を得た．blastを OP9/DL1（OP9

細胞にNotchのリガンドであるDelta-like 1を強制発
現させた細胞）の上で培養し，MAIT細胞へと分化
誘導した．
【結果】MAIT-iPS細胞を上記条件下で培養するこ
とで，再生（re）MAIT細胞を得た．reMAIT細胞は，
MAIT細胞の定義であるMR1-Tet＋TCRb＋であった．
また reMAIT細胞は，CH27（MAIT細胞に抗原提示
する細胞）と共培養して抗原（ビタミン B2の代謝中
間産物）を添加したところ，抗原濃度依存的に活性
化された．
【考察】MAIT-iPS細胞はMAIT細胞特有の遺伝子
再構成済み TCRゲノム配置を持つため，T細胞系列
に分化誘導すると元のTCRと同じ組み合わせを持つ
細胞が得られる．分化のプロトコルが完成したとは
いえ，より安定的に reMAIT細胞を得るためには，今
後も試行錯誤が必要とされる．iPS細胞だけでなく，
フィーダー細胞の調子をよく観察しながら実験を進
めることが大切である．
【結論】MAIT細胞から樹立した iPS細胞を用いて，

reMAIT細胞が産生できた．reMAIT細胞はMR1-Tet＋

TCRb＋の表現系を示し，抗原濃度依存的に活性化さ
れた．reMAIT細胞には抗がん作用もあることから，
ヒト reMAIT細胞を用いたがん治療への応用が期待
される．
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【目的】遠赤外線温熱療法（和温療法）は，和
温療法器内で均等加温（60℃，15分間）を行っ
た患者さんが，療法器を出てから安静保温（30

分）の後，水分補給するものであり，慢性心不全
に対する治療法として 2020年に保険収載され
た．一方，新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
の流行は，受診控えなど，医療への影響を生じて
いる．本研究は，和温療法器内でのコロナウイル
スの感染性の変化を調べることにより，コロナ禍
における和温療法の安全性や院内感染防止に向
けた和温療法器の利用可能性について検討する
ことを目的としている．
【方法】マイクロチューブに入れたサージカル
マスクの外層不織布（1 cm×1 cm）に風邪コロナ
ウイルス（229E株）を滴下したものを，医療用
和温療法器（フクダ電子株式会社）または同等の
性能の家庭用温環リバランス器（株式会社デジテ
ック）の座面上で一定時間加温処理した．その
後，培地を添加して回収したウイルスの力価を
LLC-MK2細胞を用いたTCID50法で測定した．室
温（25℃）に同じ時間置いたウイルスの力価と比
較して，感染性の変化を評価した．
【結果・考察】105～ 106 TCID50/mlのコロナウイ
ルス（229E株）は，和温療法器や温環リバラン
ス器による 30分間の加温処理（65～70℃）で感
染性が検出限界以下となり，不活化された．座面
温度を 80℃にした場合は 15分間で不活化され
た．新型コロナウイルスの感染性は，20℃では 28

日経っても検出されたとの報告もある（Riddell et 

al., Virol J, 2020）が，ヒトが耐えうる高温乾熱処
理により短時間で不活化できると考えられた．
【結論】コロナ禍においても，和温療法は安全
に実施できると考えられた．また，個人防護具な
どに付着したコロナウイルスの不活化にも和温
療法器や温環リバランス器は有用と思われる．
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